
160101官公署における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労働

者規

模

1 2017 11
10～

11

5階総務事務センター連絡窓口で400通以上の発送する封筒が

入った箱を台車から下ろす時に腰を負傷する。
28 19 611

30～

49

2 2017 11
14～

15

6番ホールから7番ホールに向かう途中のカート道路に、少し

盛り上がった箇所があり、カート操作をして、走り始めた時

に、躓き転倒した。 その際右肩付近を強打した。

55 2 611 1～9

3 2017 11 7～8

台車を引っ張り出す際に延長レールを引くのを忘れ台車を

引っ張り出した為、台車が傾き固定子が台車より滑り落ち、

頭部・上半身に直撃し地面と挟まれた。

55 2 239
30～

49

4 2017 11
14～

15

派遣先の敷地のゴミ置き場内で転倒した際尻もちをつき、左

手首が身体の下になり重みがかかった為、左手首のくるぶし

を骨折した。

70 2 417
10～

29

5 2017 10
9～

10

職場の健康診断でバリウムを飲む。 その後指示されたとおり

に下剤を飲みお通じもあったが、夜から下痢と腹痛となる。

翌日も下痢と腹痛が続き、後日激しい腹痛となる。

45 90 911
300～

499

6 2017 10
15～

16

駐車場掃き掃除中、路面凸部につまずき、右側に転倒。 その

際、右手を路面につき損傷。
63 2 417

7 2017 10
9～

10

小学校校内の管理棟から新館へ通じる1階通路において、児

童の忘れ物を届けに行く際、通路の段差（車輪用の溝）につ

まずいて転倒し、右膝蓋骨を折った。

44 2 911
100～

299

14～

草刈作業中、直径10cm程度の木を伐倒した、別の職員が重機

を使って、その木を移動しようとしたところ、動かした反動 100～



8 2017 9
15 で木が動き、木の周辺に立っていた被災労働者の右足に直撃

した。

65 6 712
299

9 2017 9
11～

12

保育所園庭にて、綱引きの軍配のためセンターを右足で踏ん

でいた。 綱が引き合った瞬間に後ろ向きにとばされ倒れ、右

手を骨折した。

56 90 921 ―

10 2017 8
14～

15

運転中にエアコン操作をしようとした際、誤ってハンドルを

左に切ったため、道路左側の縁石に接触して右にハンドルを

弾かれた。 慌てて左にハンドルを戻したところ、そのまま歩

道に乗り上げ、街路樹・カーブミラーに接触し、その衝撃で

エアバッグが破裂した。 その際の爆発で右手首に火傷・打

撲、また衝突の衝撃で両脚膝部と腰部等に打棒を負った。

70 17 231
30～

49

11 2017 8
14～

15

水路の作業を行う為、水路の中へおりる手摺りに手を掛け降

りたところ、着地しようとしたときに左の足元が滑り、足が

曲がった状態で下に着いたため、膝に痛みが出て歩行困難に

なった。

68 2 416
10～

29

12 2017 8
11～

12

施設の清掃作業中、作業用自転車を移動した際にくぼみが

あったことに気づかず、足が引っ掛かり転倒し、右足首を捻

り負傷した。

32 1 239
10～

29

13 2017 7 11~12

学童保育クラブ室内で自由遊び中、ふざけて走り回る男子児

童の肩に左手小指を強打すると同時に、児童の服に指が絡み

引っ張られ、左手小指を骨折した。

57 6 719
10～

29

14 2017 7 11~12

事業所の倉庫内において、エンジンチェンソーの清掃で使用

したエアーダスターを片付けるためホースを巻き取っている

とき、ホースに添えていた手を離してしまったことにより、

ホース先端のノズルが左目に当たってしまった。 その後すぐ

に左顔面が腫れ上がり、左目より出血した。

69 6 391
10～

29

3歳児保育室で園児用テーブルの上に上り、壁面の製作物を



15 2017 7 11~12
はずし終わり、テーブルから降りようと、右足を床についた

時に、くつ下を履いていたため、床面で滑り、バランスを崩

して、尻餅をついた。 尾?骨を打って尾骨骨折する。

45 2 611
30～

49

16 2017 6
9～

10

作業員が草刈機で除草中、被災者が左側後方から作業員の後

ろを通り、声をかけ近付いた。 作業員が草刈機のエンジンを

掛けたまま、左回りで振り向いた際、被災者の右膝付近へ回

転している草刈機の刃が当たり、負傷した。 作業員が別の場

所で作業していたため、別の作業員が同じ場所をするよう何

度か説得をしていたが聞き入れず、被災者が作業を止めさせ

ようと近付いたところ発生した。

66 8 169
30～

49

17 2017 5
11～

12

小学校1階の給食配膳室にて、給食コンテナをトラックより

搬出中、コンテナの車輪が右足の親指の上に乗り、強く親指

を圧迫し、爪が剥がれた。

51 3 362 1～9

18 2017 4
14～

15

朝から塵芥収集車に乗車して、可燃ごみの収集業務に従事し

ていた際、午後1回目の収集終盤、ビル専用置き場のごみを

前屈みになって拾い上げようとしたとき、腰部に激しい痛み

が襲い、歩行困難となった。

35 19 921

1000

～

9999

19 2017 4
13～

14

第3会議室において、臨時福祉給付金の業務に従事していた

時、洗面所に行って滑って転倒した。 左側上肢（ひじ関節）

をついて骨折し、同時に下の前歯が欠け、口の中を傷つけ

た。 転倒した際には、周りには誰もいなかった。

65 2 417

1000

～

9999

20 2017 3 14~15

学童保育業務で外遊びの時間、運動場にて学童児とドッヂ

ボール遊びをしていたところ、傍にいた子どもに自分の体が

当たらないようにボールを避けようとしたとき、左足を捻る

形で転倒した。

42 19 921 1～9

21 2017 1
13～

14

法面で枯れ木の伐採中に足を滑らせ、約5m下のアスファルト

敷きに腰部及び右膝を強打した。
63 1 416 1～9

積雪が15センチほどあり、路面で滑ってバランスを崩し、右



22 2017 1
11～

12
膝を路面に着いたところ激痛がはしり、そのまま動けなく

なった。

69 2 419
100～

299

23 2016 12
14～

15

学校1階倉庫にて、餅つき用キネ先端のバリをカッター刃で

取っていたところ、はずみで左手人差指と親指の間の内側付

近を創傷した。

64 8 364

1000

～

9999

24 2016 12
10～

11

小学校へ打ち合わせのため行った際、小学校から児童会へ向

かう途中、学校の靴箱で児童会にて預かっている障害児と出

会い、声をかけると、「きもい」と言われた。「きもくない

よ」と声をかけると、後ろから首に腕を回してきて、力を入

れてきた。「やめて」と言っても聞かず、一度は解放される

も再度首を絞めてきた。

49 6 911 1～9

25 2016 12
10～

11

赤ちゃん訪問のため、訪問先へ自転車で向かう途中、五差路

の交差点を渡るため、左に曲がろうとしたところ、雨上がり

の道路の点字部分で滑って、自転車が横転し、負傷した。

52 2 362
50～

99

26 2016 11
9～

10

作業終了後、脚立を下りる際に最後の1段を踏み外したが、

特に痛みもなかったのでそのまま別の作業を行った。翌日出

勤して午前中に右足付け根に軽い痛みが出たが、そのまま仕

事を継続。午後作業に取り掛かったところ痛みが激しくな

り、受診した。

45 1 371

1000

～

9999

27 2016 11
10～

11

遊技室にて、発表会の練習中、段ボールで製作したヘビを体

に巻き付けた状態でステージから降りようとした所、巧技台

の端を踏み外して左足小指を打撲した。

54 2 418

1000

～

9999

28 2016 11 6～7
食事の準備のため、お皿が入っているカートから10枚程度ま

とめてお皿を取ろうとしたところ腰を痛めた。
36 19 379

1000

～

9999

14～

乳児組のおやつをワゴンで運搬中に、ワゴンのブレーキを掛

け忘れ、おやつを乳児組へ運ぼうとワゴンを離れ室内に入っ
300～



29 2016 10
15

たところ、停止していたはずのワゴンが動きだしたため、慌

ててワゴンを停めようとして、乳児組保育室の前で転倒し、

右ひざを打撲する。

68 2 362
499

30 2016 10
11～

12
保育中、おにごっこで左足をひねり左腓腹筋を損傷した。 47 2 611

50～

99

31 2016 9
16～

17

船を清掃中に足下に気を取られ、アウトリガーの連結アーム

に額を強打し、反動で後ろ向きに倒れ、後頭部を打ち、手足

がしびれ、力が入らない状態となった。

61 3 239
10～

29

32 2016 9
16～

17

調理室に隣接したトイレから出た直後、通路で足下がふらつ

き転倒してしまい、左足の小指から足首にかけた所を床に打

ちつけてしまった。

55 2 417
30～

49

33 2016 8
9～

10

横断幕を駐輪棟の南側壁面に掲示するため、被災者が2つ折

りのハシゴを一直線に伸ばし、壁面に立て掛けた上で、それ

に登って作業を行おうとした。作業に当たっては、途中でハ

シゴが折れ曲がることがないよう止め具を掛けていたが、ハ

シゴの向きを反対にして壁面に立て掛けてしまったため、作

業途中にハシゴが折り畳み部分から折れ曲がってしまい、被

災者は約3メートル下のブロック擁壁上に座り込むような形

で落下し、腰部等に強い衝撃を受けた。

55 1 371
100～

299

34 2016 8
14～

15

畦畔を歩いて河川巡視していた時、畦畔の間の農業用水路を

またいで渡ろうとしたところ、足が滑って腰から水路に転落

して腰を強打した。

64 1 417
10～

29

35 2016 8
13～

14

除草処理作業中に刈払機のチップで、草の中に落ちていた乾

電池が飛び、自身の左足すね付近、及び右足くるぶし付近に

当たり、出血した。

65 4 169
300～

499

36 2016 8 8～9

駐車場に駐車中、微調整をするため、一旦前進した後、バッ

クする際に、ブレーキとアクセルを踏み間違えたため、後方

の側溝に車の後部が落ち停車した。その際に、右ヒジを車内
74 1 231 1～9



でぶつけ、骨折した。

37 2016 8
17～

18

放射能モニタリング分析補助業務を終え帰ろうとして、3階

から2階へ階段を歩行移動している途中、階段を踏み外して

負傷。

66 19 413
100～

299

38 2016 6
13～

14

問い合わせ対応のため来訪者に近づいたところいきなり膝を

蹴られた。
53 90 911

300～

499

39 2016 6
15～

16

交差点において、土木事務所職員3名が乗車したパトロール

車が、左折するため停車していたところ、後方から相手方の

乗用車に追突された。

28 17 231
10～

29

40 2016 6
15～

16

交差点において、土木事務所職員3名が乗車したパトロール

車が、左折するため停車していたところ、後方から相手方の

乗用車に追突された。

42 17 231
10～

29

41 2016 6
15～

16

交差点において、土木事務所職員3名が乗車したパトロール

車が、左折するため停車していたところ、後方から相手方の

乗用車に追突された。

48 17 231
10～

29

42 2016 4
11～

12

校舎沿い歩道横の木を伐採作業中、切り落とした直径30cm樹

高13m木の幹が右足外側くるぶしに落下、足元がすべり避け

きれず剥離骨折する。

65 4 712
10～

29

43 2016 4
10～

11

水道の検針業務を行っているときに、高さ40cmのロープがか

かっているので、またごうとしたところ転倒して、右足首を

負傷した。

41 2 416
50～

99

44 2016 3
9～

10

保育園の保育室内でバケツを両手に持って水をくみに行くと

きに、園児の足にひっかかり右膝から転倒した。
63 2 921

50～

99

45 2016 2
11～

12

厨房において、ペティナイフで玉ねぎの皮むき及び芯取り作

業を行っていたところ、玉ねぎの芯にナイフが引っかかり、

誤って、玉ねぎを持っていた左手の親指付近を裂傷した。

30 8 364

1000

～

9999

小学校内で植木の剪定作業中に、電動植木バリカンを持って



46 2016 2
10～

11
脚立を降りる最中に左手人差し指がバリカンの刃に接触し、

負傷した。

63 8 169 1～9

47 2016 2
9～

10

保育室にて園児の身体測定の際、着替えを手伝おうとしたと

き保育士の背後の床に木製の箱型の椅子があるのに気付かず

にしゃがんだ為椅子の角に尾骨を打ちつけ骨折した。

55 3 391
500～

999

48 2016 2
11～

12

昼休憩を終え、休憩室（3階）から就業フロア（2階）へ階段

を利用し戻る際、5段程降りたところで、左足に激痛が走り

着地時踏ん張れなくなり、数段すべり落ちた。

49 19 413
500～

999

49 2016 1
13～

14

園児の昼食後、保育所内の調理室で、使用した食器などの片

付けをしているときに、洗っていたお皿が割れて人差し指を

切った。

47 8 379
10～

29

50 2016 1
16～

17

解体現場で基礎部分の鉄筋をグラインダーで切断中、切断し

かけた鉄筋を右手でねじ切り、次の作業に移ろうと、左手に

持っていたグラインダーに右手を添えようとした際、手元の

確認を怠り、右手がグラインダーに接触し、右手の手の甲に

裂傷を負った。

65 8 159 －

51 2016 1
9～

10

山刈作業を行う予定で向かった作業現場に立枯れがあり、被

災職員は、この立枯れの伐採作業を行った。現場は傾斜地

で、倒した木を短く切断しようと移動するため足を踏み出し

たところ、枯葉に隠れた木の枝があり、その枝に滑り、しり

もちをつくような形で倒れ、右膝内側側副靭帯損傷を負っ

た。

45 2 711
50～

99

52 2015 11
17～

18

浴場の番台中に入浴券売機にエラーが発生し、それを報告す

るため、浴場の玄関を出たところ、段差でつまずき左足を骨

折した。

60 2 419 1～9

53 2015 11
10～

11

原動機付自転車を運転し河川を監視中、道路のわだちに前輪

を乗り上げた時にバランスを崩し、原動機付自転車と共に転 63 2 231
100～

299



倒した。

54 2015 10 8～9 建物通路を見回り中に、スズメバチに右足の踝を刺された。 54 90 719 1～9

55 2015 9 7～8

警備のためボートに乗り移動していたところ、近くを航行し

ていた大型船の影響でボートが大きくゆれ、そのはずみで腰

掛けていたベンチシートからはね飛ばされ、宙に浮くように

してシートに落ち腰を強打した。

48 3 239

1000

～

9999

56 2015 9
10～

11

仮設のメニューボード（鉄製）を立て掛けてあるスタンド

（木製）ごと移動させようとしていたところ、3台中、被災

者の持った1台のみがメニューボードがスタンドに固定され

ておらず、力を入れた反動でボードが倒れかかった。その

際、ボードの下部を掴んでいた右手がスタンドとの間に挟ま

り、右手小指を裂傷した。

36 7 522
100～

299

57 2015 9
11～

12

保育園で、3歳児室からテラスに出る際、急いでいたため勢

いづいてしまい、一歩目の右足をくじいて倒れてしまい、右

足関節靭帯を損傷した。

58 2 921

1000

～

9999

58 2015 8
11～

12

フォークリフトのバケットにかごの中のものを移す作業中、

かごを抱えた作業員を手伝おうとして、運転者が降車した

所、ギアが入ったままでサイドブレーキをかけなかったた

め、フォークリフトがゆっくりと前進した。運転者は停止を

試みたが、間に合わず、作業職員がかごの土台とバケットの

間に両足を挟まれた。

70 7 222
10～

29

59 2015 8
15～

16

放課後児童クラブ室内において、数名の子どもの宿題をみて

いた際、1年生の男子児童が急に後ろからおんぶする様にし

てきた。その際、よろけてしまいテーブルにわき腹をぶつけ

負傷した。

47 3 921

1000

～

9999

60 2015 7
9～

自転車の整理・防犯点検等と周辺の環境整備中、駐車場の傍

の道路に除草剤を散布した後、自転車の整理作業に移るた

め、空になったジョウロを左手に持ち、鉄柵（高さ65cm）を 63 2 417
10～



10
跨いで場内に戻ろうとしたところ、左足は柵を越えたが右足

が柵の上段に引っ掛かり、前のめりになって転倒した。

29

61 2015 7
11～

12

普通ゴミの収集業務に従事していた際に、普通ゴミ45?のポ

リ袋を持ち上げた時に（左手3袋、右手2袋）左腕に激痛が

走った。

19 19 611
500～

999

62 2015 6
14～

15

法面の草刈りを終え、刈った草を法面に沿って後ろ向きで上

から下に回収していたところ、擁壁に足が掛からず踏み外し

て2m下の畦道に左足から落ち左足を骨折した。

54 1 418
10～

29

63 2015 5
11～

12

倉庫内において、かがんだ状態で木箱を作成中、木箱に釘を

打付け終わり、ネイルガンを下に向けた際、ネイルガンの先

端が左靴の中に入ってしまったことにより、ネイルガンから

釘が発射され、釘が左足の甲を貫通した。

41 4 169

1000

～

9999

64 2015 5
14～

15

鋸で枝剪定をするため約高さ200cmの脚立の天板に登って作

業中、枝に鋸が食い込むため、剪定する枝を左手でしならせ

ながら切ったところ、切れた瞬間左側にバランスを崩し、脚

立から落下した。

42 1 371
10～

29

65 2015 4
15～

16

赤信号で停止（前から数えて4台目）中、後方から来た乗用

車に追突され、その衝撃で被災者の車が前方の乗用車に追突

し、頚椎と腰部を捻挫した。

52 17 231
100～

299

66 2015 4
12～

13

園内遊具職員控室で昼食交代後控室を出ようとした際、右側

より走ってきた子供を避けようとして足元にある石に足を取

られ、左側に転倒した。

63 2 921
30～

49

67 2015 4 8～9

清掃を終えてから、掃除機を持って階段を下りていたとこ

ろ、1階手前で足元を見誤り、階段を1段踏み外した際、左足

を内側に捻ってしまい左足首を負傷した。

61 19 413
100～

299

68 2014 12
14～

小学校敷地内の校門前で桜の枝を剪定しようと脚立を上って

いる時に脚立の足が動いてバランスを崩し飛び降りたところ 59 3 371 1～9



15
右足を痛めた。同日病院受診。

69 2014 11
14～

15

公民館講座の自然探勝の引率をしていたところ、登山道でつ

まずき転倒した。その際、右手をつき右手首骨折、肘を脱

臼、頭を軽くぶつけた。

60 2 417
100～

299

70 2014 11
13～

14

公園の斜面地で草刈作業中、足に蔦がからまり斜面から転落

しコンクリート道路に右足から着地した。その際、右足の付

け根から腰にかけて激しい痛みがあり倒れこんだ。

80 1 416
500～

999

71 2014 10
11～

12

幅員4mのL型側溝が布設してあり、その外側に約1mの路

肩、そして切土法面の現場で、刈払機を使って草刈作業をし

ていた。法面の約1m高さまでを刈っていた際バランスを崩

し、L型側溝の段差（高さ10cm）に足をとられ転倒し左足首

を捻った。

62 2 416
10～

29

72 2014 10
18～

19

自転車から転倒し、顔面右側上唇を打ち、両手に擦り傷を

負った。
61 2 362 1～9

73 2014 10
13～

14

保護した野犬を保護機（６５×１０５×５５ｃｍ）に入れ、

その保護機を２人で持ち上げ進行方向と逆向きに公用車に搬

入中、中の野犬が動いたためバランスを崩ししりもちをつい

たところ腰部に激痛が走り立ち上がれなくなった。

59 2 418
10000

～

74 2014 10
13～

14

駐輪場にて自転車を駐輪しようとしたところ、直前を走行し

駐車しようとした自転車が急にＵターンし、そのままバラン

スを崩したため巻き込まれ左足親指付け根を打撲した。

56 6 362
100～

299

75 2014 10
14～

15

学童保育中、児童と築山で遊んでいたところ滑って転びそう

になり踏ん張ったところ左足首を捻ってしまった。
63 19 417

10～

29

76 2014 10
13～

14

芋畑の横にある藤棚で脚立に乗ってこども館の配管にからみ

ついていたツルをはさみとのこぎりを使って切る作業をして

いる時に、地面にバランスを崩して落下。

53 1 371
50～

99

小学校校務員室において、電動ヘッジトリマを試運転しよう



77 2014 9
10～

11

と、電源プラグをコンセントに差し込んだところ、本体ス

イッチが入ったままで急に動き出し、刃が指に触れて受傷し

た。

41 8 131
10～

29

78 2014 9
12～

13

トイレで用足しをして個室を出たところ、床が濡れていた

為、足を滑らせ転倒した。その際、右手をついて体を支えた

為、右手首を骨折した。

64 2 417
30～

49

79 2014 9
13～

14

家庭訪問終了後、職場に戻る際に、途中の信号を小走りで

渡ったところ、足をくじいて負傷（骨折）した。
34 19 921

50～

99

80 2014 7
9～

10

河川管理のため車で巡回中に、車輪がぬかるみにはまり、脱

出しようとして同僚が運転席に残り、被災者が車の後ろから

押していた所、左アキレス腱が断裂した。

65 19 231
100～

299

81 2014 7
11～

12

国史跡発掘調査に伴って、法面に自生している木を伐採した

ところ、伐採した木が法面の急傾斜地を５ｍ程転がり落ちた

際、木の転落を防止しようと手を出し、右手中指にあたり、

骨折した。

60 4 364 -

82 2014 6
11～

12

基地内の倉庫にて、重さ３０ｋｇの排水用チューブが棚から

はみ出していた為収めようと、脚立に立ち押したところ、バ

ランスが崩れ地面に落下、左足踵を骨折した。

51 1 371 1～9

83 2014 6
16～

17

フェンス外の道路上からユニック付きトラックで、敷鉄板

(180cm×90cm×厚さ1cm)を引き寄せて吊りこむ作業をして

いた所、敷鉄板がフェンスに手をかけていたAの右手薬指に

当たり負傷した。

37 7 212
50～

99

84 2014 5
10～

11

木の剪定作業を行っていた際、樹木の枝が折れ、約3mの高さ

から落下、左半身を強打した。
48 1 712

50～

99

85 2014 5
9～

10

キャベツを卓上野菜調理機で切る作業中、機械の中のキャベ

ツの向きを変えようとして、刃が回転している状態の機械の

中に左手を入れた際、刃に接触、中指と薬指を負傷した。

57 7 165
100～

299



86 2014 5
16～

17

校庭にて指導員3人体勢で児童30人程度の自由遊びの指導を

していた際、突然、1人の児童が指導員に向かって走り、飛

びついたため、受け止められず後ろに転倒、コンクリートの

犬走りに後頭部をぶつけ打撲した。

71 6 921

1000

～

9999

87 2014 4
11～

12

保育園おむつ交換場所にて、正座して子供をマットに寝かせ

おむつ交換をしていた。途中で子供が起き上がろうとしたの

で、押えようとしたと同時に正座していた左足のつま先が滑

り、上体が崩れて左膝が内側に入った状態で尻餅をついた。

左膝を内側に捻った。

51 19 921
10～

29

88 2014 3
10～

11

戸籍の書類を出すパソコンの前の書類を綴じる機械のところ

で、手に持った書類を確認しながら、再度出し直しをする

為、左側に足をすりながら移動していた。Aさんの後ろを通

り抜けようと、横向きに歩いていたところ、コードカバーに

躓き、左側に転倒した。

44 2 351
10000

～

89 2014 3
10～

11

原付バイクを運転し、青信号になって発進したところ交差点

内で左方向から進行してきた乗用車と出合い頭に衝突し負傷

した。

61 17 231
100～

299

90 2014 2
11～

12

遺跡発掘現場において、遺構の撮影で散水した余分な水をス

ポンジのついた棒で吸い取る作業をトレンチの縁に沿って

行っていたところ、縁の崩落とともに右足が滑り落ち負傷し

た。

66 2 711
10～

29

91 2014 2 4～5

小学校で火災発生の連絡があり現場に行き、感知器が反応し

ている方向へ向かっていたところ、自動昇降口ホールから中

棟へ行く廊下付近で大雪による雨漏りで濡れていたため、

滑って転倒し左ひざを床で強打し、救急車で病院へ搬送され

た。

64 2 417
10～

29

92 2014 2
15～

16

厨房内で、床の洗浄作業中に洗浄液の入ったバケツを両手で

掴んで持ち揚げた際、左膝に負担がかかり負傷したもの。
57 19 611

10～

29



93 2014 2
13～

14

保育室で4歳児保育室からテラスに出ようとした時、段差で

右足を滑らし骨折した。
55 2 413

30～

49

94 2014 2
17～

18

4歳児の時間外保育中、園児と一緒に座っていた際、男児に

急に後ろに束ねて いた髪を引っ張られ、身体を後ろに持って

いかれた時、首を捻挫した。

53 19 921
50～

99

95 2014 1
11～

12

保育園の外階段を使い、2階から1階へ降りる際、最後の一段

を踏み外して、左足首を捻った。
55 2 413

30～

49

96 2013 12
9～

10

林道脇の法面を下りた際、当日の雨で足元の雑草が滑りやす

くなっており、足を滑らせ、傍にあった大きな石で足、腰、

胸などを強打。法面を2mほど転落した。

21 2 711 1～9

97 2013 12
10～

11

清掃作業中、高さ約2mの位置の壁に設置されている時計を拭

こうと、高さ40cmの丸椅子に乗ったところ、所バランスを崩

し、床に転落。腰部分を打った。

65 1 371
50～

99

98 2013 12
9～

10

足がぐらついていたテーブルの上で作業中、テーブルの脚が

跳ね、テーブルと一緒に転落し、足をテーブルに強打した。
67 1 371

100～

299

99 2013 11
9～

10

保育所園庭横のテラスにて、しゃがんだ格好で児童の鼻水を

拭いていた際、他児童が危険な動きをした為、体を捻った姿

勢で立ち上がったところ、膝を痛めた。

54 90 999
100～

299

100 2013 11
10～

11

水路から伸びた葛が水路に隣接する擁壁(民地)上のフェンス

にからまっていた為、擁壁のタラップを使い擁壁上に登り、

手で取り除き作業を実施した際、バランスを崩し、後ろ向き

に落下し、水路内に両足で着地。膝を痛めた。

59 1 418
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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